
 －12－

 ３教科Ｂ方式 世界史  

（Ⅰ） 

【解答】 

問１ (1) ②  (2) ③  (3) ②  (4) ③ 

問２ (ア) 皇后（や妃）の一族  (イ) 則天武后 

問３ (5) ④  (6) ①  (7) ③  (8) ②  (9) ①  (10) ④ 

問４ (ウ) ファン＝ボイ＝チャウ  (エ) 汪兆銘  (オ) モンゴル人民共和国 

【講評】 

 中国の王朝交替に関する(Ａ)と東アジアの近代に関する(Ｂ)の２つの文章が出されました。 

問１は正答率が高かったです。（3）は②だけが明王朝について述べているのですが、選びにくかったようです。 

問２は、(イ)「則天武后」がよくできていました。問３は、(10)以外は正答率が低かったです。朝鮮の近代史や中

国の現代史は近隣国との関係を含めて勉強しておくのがよいでしょう。問４は、(ウ)「ファン＝ボイ＝チャウ」は

よくできていましたが、(オ)「モンゴル人民共和国」はやや難しかったようです。 

 

（Ⅱ） 

【解答】 

問１ ②  問２ ②  問３ ④  問４ ①  問５ ③  問６ ④  問７ ②    問８ ②  問９ ② 

問10 ④  問11 ②  問12 ④ 

【講評】 

 （Ⅱ）は、イスラーム世界の形成についての基本的知識を尋ねる問題でした。全体的によくできており、多くの

設問で８割から９割の正答率でした。問２は、イスラーム誕生直前のアラビア半島の宗教状況を尋ねる問題です。

この時代、地域によってはユダヤ教やキリスト教が優勢ではありましたが、大半の人々は多神教を信仰していまし

た。シーア派に関する説明として誤っているものを選ぶ問８では多くの人が正しく答えていましたが（「指導者であ

る歴代のイマームは、ムスリム全員の合意によって選出された」）、他方で、「シーア派では、正統カリフの最初の３

人の権威を認めていない」を選んだものも少し目立ちました。 

 

（Ⅲ） 

【解答】 

問１ ④  問２ ①  問３ ②  問４ ③  問５ ②  問６ ④  問７ ②  問８ ①   問９ ②  問10 ③  

問11 ①  問12 ②  問13 ① 

【講評】 

 現在のドイツにあたる地域を中心に、その周辺の国々や関連性のある世界の各地域についての知識を問う問題で

した。Ａでは神聖ローマ帝国の成立と制度改革を扱いましたが、問１と問２の正答率は８割以上と高く、選帝侯に

含まれないものを選ぶ問４も半分以上の人が正解していました。宗教改革期に関する設問の多いＢでは、問５の正

答率が９割に近く、問７と問９も７割以上の人が正解していました。フェリペ２世にちなんで名づけられたフィリ

ピンに関する問６と、スペインの新大陸植民地に関する問８のみ、やや難しかったようです。Ｃではプロイセンと

オーストリアの関係が中心ですが、問13が７割程度、それ以外は全て８割以上の正答率で、知識の整理がしっかり

できていることをうかがわせる結果でした。 

 

（Ⅳ） 

【解答】 

問１ ③   問２ ②   問３ ③   問４ ①   問５ ②   問６ ①   問７ ③   問８ ④   問９ ④   問10 ④ 

問11 ⑤   問12 ⑤   問13 ④   問14 ④   問15 ③   問16 ②   問17 ①   問18 ①   問19 ⑤   問20 ④ 

問21 Ａ カエサル  Ｂ チンギス＝ハン  Ｃ ナポレオン  Ｄ スターリン  Ｅ ヒトラー 

【講評】 

 良かれ悪しかれ、世界の歴史に大きな足跡を残した人物を問う出題です。いずれも大変よく知られた人物なので、

正答率は比較的高いものでした。その中で誤答が目立ったのは、チンギス＝ハンに関わる設問で、バトゥ、フビラ

イなどの区別があいまいな答案がありました。またヒトラーの出身地や、ナチスの正式名称などにも誤答が目立ち

ました。問21はさすがに出来が良く、８割がたの答案が全問正解でした。  


